
〈
第
48
回
総
選
挙
の
結
果
を

受
け
て
の
ア
ピ
ー
ル
〉

2
0
1
7
年
11
月
6
日

革
新
都
政
を
つ
く
る
会

国
民
の
怒
り
に
追
い
詰
め
ら

れ
た
安
倍
首
相
の
大
義
な
き
解

散
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
衆
議
院

議
員
選
挙
は
、
10
月
22
日
投
票

の
結
果
、
自
民
党
・
公
明
党
が

3
分
の
2
の
議
席
を
獲
得
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
総
選
挙
直
前

に
民
進
党
が
希
望
の
党
へ
合
流

す
る
と
い
う
重
大
な
逆
流
が
生

ま
れ
た
こ
と
、
大
政
党
有
利
、

民
意
を
歪
め
る
非
民
主
的
小
選

挙
区
制
度
が
も
た
ら
し
た
も
の

で
す
。

一
方
、
立
憲
民
主
党
、
日
本

共
産
党
、
社
民
党
の
3
党
は
、

そ
れ
ぞ
れ
市
民
連
合
と
「
安
倍

政
権
の
も
と
で
の
憲
法
9
条
改

悪
反
対
」
な
ど
7
点
で
合
意
し

て
選
挙
を
た
た
か
い
ま
し
た
。

3
党
の
獲
得
し
た
議
席
は
、
合

計
で
69
議
席
と
な
り
、
「
市
民

と
野
党
の
共
闘
」
勢
力
が
全
体

で
議
席
を
増
や
し
ま
し
た
。

安
倍
暴
走
政
治
と
の
対
決
軸

を
鮮
明
に
し
た
「
市
民
と
野
党

の
共
闘
」
と
市
民
と
と
も
に
た

た
か
う
政
党
の
躍
進
で
、
憲
法

と
く
ら
し
を
守
る
新
し
い
政
治

を
実
現
す
る
た
め
に
奮
闘
さ
れ

た
み
な
さ
ん
に
心
よ
り
敬
意
を

表
し
ま
す
。

選
挙
戦
を
通
じ
て
小
池
都
知
事

の
政
治
的
本
質
と
「
市
民
と
野

党
の
共
闘
」
の
力
が
明
確
に
な

り
ま
し
た
。

小
池
都
知
事
は
、
自
民
党
別

働
隊
と
し
て
、
改
憲
二
大
政
党

を
画
策
し
「
希
望
の
党
」
を
結

成
、
都
政
を
投
げ
出
し
て
自
ら

代
表
と
な
り
野
党
共
闘
の
破

壊
、
「
安
保
法
や
憲
法
改
正
な

ど
で
政
策
が
一
致
し
な
い
公
認

希
望
者
は
排
除
す
る
」
と
し
て

改
憲
論
者
と
し
て
の
政
治
的
本

質
を
露
わ
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
改
憲
の
柱
に
地
方
自

治
条
項
改
正
、
道
州
制
導
入
な

ど
地
方
自
治
破
壊
を
打
ち
出
す

と
と
も
に
、
東
京
に
お
け
る
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
勢
力
で
あ

る
こ
と
も
公
然
化
し
ま
し
た
。

す
で
に
小
池
都
知
事
は
豊
洲
市

場
の
移
転
を
推
進
、
2
0
2
0

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
費
等

の
見
直
し
を
タ
ナ
上
げ
、
「
情

報
公
開
・
見
え
る
化
」
な
ど
の

公
約
を
な
げ
す
て
て
い
ま
す
。

平
和
の
問
題
で
も
、
関
東
大
震

災
に
お
け
る
朝
鮮
人
虐
殺
へ
の

追
悼
文
送
付
を
中
止
、
排
外
主

義
・
民
族
差
別
の
姿
勢
を
あ
ら

わ
に
し
て
自
民
党
の
補
完
勢
力

と
し
て
の
本
性
を
み
せ
て
お

り
、
都
民
か
ら
厳
し
い
批
判
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

東
京
で
も
「
市
民
と
野
党
の
共

闘
」が
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

東
京
で
は
、
16
の
小
選
挙
区

で
立
憲
野
党
候
補
が
一
本
化

し
、
2
0
1
4
年
総
選
挙
よ
り

自
民
党
は
3
議
席
減
ら
し
、
立

憲
民
主
党
は
4
議
席
を
獲
得
、

希
望
の
党
は
小
選
挙
区
で
1
議

席
に
凋
落
し
ま
し
た
。
各
選
挙

区
で
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」

が
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
、
日

本
共
産
党
は
自
党
の
利
益
を
超

え
て
大
局
的
視
野
か
ら
候
補
者

を
取
り
下
げ
て
逆
流
を
止
め
、

展
望
を
開
く
た
め
に
貢
献
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
東
京
小
選

挙
区
で
自
公
の
候
補
者
が
過
半

数
を
獲
得
し
た
の
は
6
選
挙
区

だ
け
で
し
た
。
東
京
の
立
憲
野

党
勢
力
の
得
票
は
、立
憲
民
主
、

共
産
、
社
民
の
3
党
の
比
例
得

票
を
合
わ
せ
る
と
、
計
2
0
8

万
票
余
で
、
自
民
・
公
明
党
の

合
計
得
票
2
4
6
万
票
余
に
迫

っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
政
策
協
定
に
も
と
づ

く
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
、

候
補
者
の
早
期
の
一
本
化
が
あ

れ
ば
、
東
京
で
自
公
勢
力
を
少

数
に
追
い
込
む
こ
と
は
可
能
で

す
。
こ
の
成
果
は
、
次
の
都
知

事
選
挙
の
原
動
力
と
な
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

憲
法
9
条
改
定
案
の
国
会
発

議
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
は
、

最
大
の
急
務
で
す
。
安
倍
9
条

改
憲
ス
ト
ッ
プ
憲
法
3
0
0
0

万
署
名
の
推
進
、
国
民
運
動
を

多
様
で
し
た
た
か
に
草
の
根
か

ら
新
た
な
決
意
で
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

い
ま
、
都
民
は
ア
ベ
ミ
ク
ス

の
も
と
で
の
格
差
の
拡
大
と
貧

困
の
増
大
、不
足
す
る
保
育
所
、

重
い
介
護
の
負
担
な
ど
社
会
保

障
制
度
全
般
に
わ
た
る
改
悪
に

苦
し
め
ら
れ
、
子
ど
も
や
若
者

は
未
来
へ
の
希
望
が
持
て
な
い

で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
と
き
、

小
池
都
知
事
が
自
治
体
の
長
と

し
て
の
責
務
を
放
棄
し
、
自
ら

の
政
治
的
野
望
を
優
先
さ
せ
、

都
政
を
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と

は
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
、

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の
力

を
原
動
力
に
憲
法
と
く
ら
し
を

守
る
政
治
を
実
現
し
、
都
民
・

国
民
の
切
実
な
要
求
実
現
、「
都

民
が
主
人
公
」
の
都
政
の
実
現

の
た
め
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

9条改憲許さない国会包囲する人たち
＝11月3日、国会図書館前

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

1
0
0
0
日
を
切
り
ま
し
た
。

現
在
、
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
や

各
競
技
施
設
、
選
手
村
な
ど
の

建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ラ
ブ
ル
発
生
し
、
建
設
が
大

き
く
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
干
の
見
直
し
は
お

こ
な
わ
れ
た
も
の
の
過
大
な
施

設
建
設
費（
10
月
は
じ
め
に
は
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
大
会
運
営
経
費
1
1

0
0
億
円
の
削
減
を
要
請
）
、

莫
大
な
税
金
投
入
、
建
設
に
あ

た
っ
て
の
環
境
破
壊
や
労
働
者

の
健
康
破
壊
な
ど
の
問
題
が
つ

ぎ
つ
ぎ
と
浮
上
、
都
民
や
お
お

く
の
関
係
者
の
あ
い
だ
に
「
こ

れ
で
い
い
の
か
」
と
い
う
危
惧

の
声
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
考
え
る
都

民
の
会
（
オ
リ
・
パ
ラ
都
民
の

会
）
は
、
こ
の
よ
う
な
ゆ
が
め

ら
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
計
画
を

い
ま
か
ら
で
も
見
直
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
も
と
づ
い
た

簡
素
で
環
境
に
優
し
い
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神

に
あ
ふ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

平
和
な
世
界
、
貧
困
・
格
差
の

な
い
世
界
づ
く
り
に
貢
献
す
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

築
地
女
将
さ
ん

会
の
面
々
が
怒
っ

て
い
る
。
小
池
知

事
が
、
築
地
市
場

を
あ
ま
ね
く
知
る

女
将
さ
ん
た
ち
の

声
を
無
視
し
、
豊

洲
へ
の
移
転
を
強

行
す
る
か
ら
だ
▼
無
視
さ
れ
る

の
は
女
将
さ
ん
た
ち
だ
け
で
は

な
い
。
「
築
地
は
ま
も
る
、
豊

洲
を
活
か
す
」
方
針
は
副
知
事

に
さ
え
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
。
会
見
で
こ
の
方
針
を
決

め
た
過
程
を
問
わ
れ
「
最
後
の

決
め
は
人
工
知
能
、
つ
ま
り
政

策
決
定
者
の
私
が
決
め
た
」
と

得
意
げ
に
語
り
周
囲
を
唖
然
と

さ
せ
て
も
い
る
▼
決
め
る
の
は

す
べ
て
自
分
、
ひ
と
の
話
を
否

定
は
し
な
い
が
結
局
は
無
視
す

る
。
そ
の
手
法
が
「
し
が
ら
み

の
な
い
政
治
」
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
か
つ
て
使
え
た
元
官
僚

は
指
摘
す
る
▼
小
池
知
事
は
自

ら
尊
敬
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
元
首

相
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
用
い
た
「
合

意
」
よ
り
「
自
ら
の
判
断
」
を

重
視
す
る
手
法
を
好
む
と
い
わ

れ
る
。
し
か
し
民
主
主
義
の
基

礎
で
あ
る
「
公
平
・
公
正
」
が

求
め
ら
れ
る
過
程
を
軽
視
し

「
リ
セ
ッ
ト
」
と
「
選
別
・
排

除
」
を
「
自
ら
の
判
断
」
で
実

行
す
れ
ば
そ
れ
は
独
裁
だ
▼
と

こ
ろ
で
小
池
知
事
は
、「
し
が
ら

み
の
な
い
政
治
」
で
都
庁
に
巣

食
う
頭
の
黒
い
ね
ず
み
を
退
治

す
る
と
登
場
し
た
。
セ
リ
を
す

る
人
、
荷
物
運
搬
車
で
市
場
を

走
り
回
る
人
た
ち
の
不
安
を
尻

目
に
、
築
地
の
女
将
さ
ん
た
ち

の
声
を
「
し
が
ら
み
」
で
あ
る

か
の
如
く
「
選
別
・
排
除
」
す

る
小
池
知
事
こ
そ
、
頭
の
黒
い

ね
ず
み
で
は
な
い
の
か
。（
駒
）

決意を新たに憲法とくらしを守る政治の実現、
都政の転換をめざし奮闘しよう！

９条改憲許すな！総選挙での「市民と野党の共闘」の発展を力に

も
う
一
度
、
立
ち
止
ま
っ
て

考
え
ま
せ
ん
か

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

2017年11月15日

2017年11月15日）昭和58年2月25日
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わ
た
し
た
ち
国
民
は
２０
年

前
、
戦
争
へ
の
き
び
し
い
反
省

の
う
え
に
、
平
和
と
民
主
主
義

を
基
本
原
則
と
し
て
新
憲
法
を

制
定
し
、
日
本
の
再
建
を
誓
い

ま
し
た
。

そ
の
後
、今
日
に
い
た
る
間
、

憲
法
を
め
ぐ
っ
て
曲
折
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち

国
民
は
、
こ
の
憲
法
を
堅
持
し

得
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ

の
基
本
原
理
で
あ
る
平
和
と
民

主
主
義
を
、
い
っ
そ
う
発
展
さ

せ
得
る
条
件
き
ず
き
あ
げ
て
き

た
こ
と
を
誇
り
と
考
え
ま
す
。

と
く
に
わ
た
く
し
は
憲
法
の
規

定
す
る
「
地
方
自
治
の
本
旨
」

に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
生
活
の
基
盤
と
民
主
主
義

の
土
台
は
自
治
体
に
あ
り
ま

す
。１

９
６
７
年
憲
法
記
念
日
メ

ッ
セ
ー
ジ

美
濃
部
亮
吉

美
濃
部
都
政
が
幕
を
閉
じ
て

か
ら
38
年
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
鈴
木
・
青
島
・

石
原
・
猪
瀬
・
舛
添
・
小
池
の

6
人
の
知
事
が
誕
生
。
そ
の
6

代
の
都
政
を
ふ
り
返
る
と
、
青

島
都
政
時
代
に
若
干
の
変
化
は

見
ら
れ
る
も
の
の
、
共
通
す
る

特
徴
は
、
財
界
・
多
国
籍
企
業

の
た
め
の
都
政
、
自
民
党
型
都

政
運
営
、
地
方
自
治
の
放
棄
―

で
あ
り
、
「
都
民
が
主
人
公
」

「
憲
法
を
く
ら
し
に
活
か
す
」

と
い
う
、
地
方
自
治
の
精
神
が

忘
れ
さ
ら
れ
た
都
政
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
都
政
・
四
期
（
1
9
7
9

年
〜
1
9
9
5
年
）

民
間
活
力
活
用
路
線
を
都
政

に
持
ち
こ
み
、
臨
海
副
都
心
や

豪
華
庁
舎
に
税
金
を
つ
ぎ
込
む

一
方
、
「
臨
調
行
革
」
で
�
福

祉
の
時
計
の
針
を
ス
ト
ッ
プ
�

青
島
都
政
・
一
期
（
1
9
9
5

年
〜
1
9
9
9
年
）

福
祉
施
策
を
根
こ
そ
ぎ
に
す

る
「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策

定
す
る
も
、
都
民
の
激
し
い
反

対
で
撤
回
。
世
界
都
市
博
覧
会

を
中
止
。

石
原
都
政
・
四
期
（
1
9
9
9

年
〜
2
0
1
2
年
）

福
祉
を
敵
視
、
�
福
祉
は
ぜ

い
た
く
�
と
い
っ
て
、
「
財
政

再
建
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。

老
人
医
療
費
無
料
化
や
公
私
格

差
是
正
事
業
な
ど
の
都
民
の
た

め
の
施
策
の
切
り
す
て
、
清
瀬

小
児
病
院
、
福
祉
作
業
所
、
勤

労
福
祉
会
館
な
ど
都
民
施
設
を

1
5
0
カ
所
以
上
廃
止
す
る
な

ど
�
福
祉
の
時
計
の
針
を
逆
戻

り
�
さ
せ
る
。
東
京
メ
ガ
ロ
ポ

リ
ス
構
想
な
ど
東
京
改
造
・
都

心
一
極
集
中
を
促
進
。
憲
法
を

否
定
。

猪
瀬
都
政
・
任
期
途
中
辞
職（
2

0
1
2
年
〜
2
0
1
3
年
）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
�
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
�
を
自
認
。
石
原
都
政

を
継
承
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
最

優
先
、
都
民
の
生
活
と
健
康
お

ざ
な
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
。
外

環
道
な
ど
に
税
金
を
つ
ぎ
込
む

一
方
、
特
別
養
護
ホ
ー
ム
や
認

可
保
育
所
の
増
設
要
求
に
背
を

向
け
る
。

舛
添
都
政
・
任
期
途
中
辞
職（
2

0
1
4
年
〜
2
0
1
6
年
）

石
原
都
政
を
継
承
。
東
京
を

「
世
界
一
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や
す

い
都
市
」に
す
る
こ
と
を
掲
げ
、

高
齢
者
介
護
、
子
育
て
、
貧
困

と
格
差
な
ど
の
切
実
都
民
要
求

は
お
ざ
な
り
に
す
る
一
方
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
連
動
す
る
「
東

京
大
改
造
計
画
」を
推
進
。子
育

て
な
ど
財
界
戦
略
の
枠
の
な
か

で
の
都
民
と
の
矛
盾
の
調
整
。

小
池
都
政
（
2
0
1
6
年
〜
）

石
原
〜
舛
添
都
政
を
継
承
。

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」を
掲
げ
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
目
玉
施
策
・

国
家
戦
略
特
区
や
東
京
大
改
造

計
画
を
推
進
。

い
ま
、
安
倍
政
権
は
憲
法
改

悪
と
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
の

道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
つ
き
す
す

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
も
と
で
の
格
差
と
貧

困
、
社
会
保
障
の
連
続
改
悪
と

負
担
増
、
多
国
籍
企
業
の
た
め

の
規
制
緩
和
な
ど
、
国
民
の
苦

し
み
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

こ
う
し
た
と
き
、
「
住
民
の

福
祉
の
増
進
」
を
責
務
と
す
る

東
京
都
が
、
安
倍
暴
走
と
に
立

ち
む
か
い
、
都
民
の
く
ら
し
と

営
業
を
守
る
た
め
に
全
力
を
あ

げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。に

も
か
か
わ
ら
ず
、
小
池
都

政
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
全
面

協
力
の
姿
勢
を
示
し
、
国
家
戦

略
特
区
で
の
規
制
緩
和
と
都
心

三
区
を
軸
と
し
た
超
高
層
ビ
ル

の
都
市
再
開
発
を
推
進
。
都
議

会
で
の
多
数
与
党
の
確
保
以
降

は
、
築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
強

行
、
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲

者
追
悼
式
へ
の
追
悼
文
送
付
中

止
な
ど
都
民
世
論
無
視
、
タ
カ

派
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
き
て
い

ま
す
。そ
も
そ
も
小
池
知
事
は
、

日
本
会
議
国
会
議
員
連
盟
の
副

会
長
を
務
め
た
憲
法
改
正
論
者

で
あ
り
、
過
去
に
は
、
日
本
の

核
武
装
を
主
張
し
た
こ
と
も
あ

る
右
派
勢
力
の
旗
手
で
す
。
先

の
総
選
挙
で
は
、
党
首
を
つ
と

め
る
希
望
の
党
の
政
策
に
憲
法

改
正
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
本

質
は
安
倍
首
相
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

力
を
あ
わ
せ
都
政
転
換
を

私
た
ち
革
新
都
政
を
つ
く
る

会
の
出
発
は
、
1
9
6
7
年
に

革
新
都
政
を
誕
生
さ
せ
た
「
明

る
い
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
」

（
以
下
、
明
る
い
会
）
で
す
。

こ
の
明
る
い
会
の
伝
統
を
ひ
き

つ
ぎ
、
各
都
知
事
選
挙
を
た
た

か
い
、
2
0
1
6
年
の
都
知
事

選
挙
で
は
、
野
党
と
市
民
の
共

同
で
の
選
挙
に
参
加
し
、
鳥
越

俊
太
郎
氏
を
候
補
者
に
、
そ
の

勝
利
に
全
力
つ
く
し
ま
し
た
。

い
ま
、
安
倍
暴
走
政
治
が
国

民
生
活
に
か
つ
て
な
い
苦
し
み

を
も
た
ら
し
、
小
池
都
知
事
が

こ
れ
と
連
動
し
て
、
暴
走
政
治

を
都
政
に
持
ち
こ
も
う
と
し
て

い
る
時
に
、
こ
れ
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
、
都
民
が
主
人
公
の
憲

法
が
く
ら
し
の
す
み
ず
み
に
ま

で
ゆ
き
と
ど
く
都
政
を
実
現
す

る
こ
と
が
、
私
た
ち
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
す
。（

卯
月
は
じ
め
）

「特定整備路線建設中止」を求めて都
庁前宣伝する住民＝10月25日・都庁前

住
民
の
反
対
を
お
し
き
っ
て

東
京
都
が
建
設
を
強
行
し
て
い

る
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を

求
め
て
特
定
整
備
路
線
連
絡
会

と
都
市
計
買
う
道
路
問
題
連
絡

会
が
、
10
月
25
日
、
東
京
都
庁

前
早
朝
宣
伝
と
都
議
会
各
会
派

へ
の
要
請
行
動
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

行
動
は
、
国
が
今
年
6
月
に

閣
議
決
定
し
た
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1

7
」
で
、
「
都
市
計
画
道
路
の

見
直
し
を
加
速
す
る
」
こ
と
を

打
ち
出
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

東
京
都
が
都
市
計
画
道
路
計
画

を
抜
本
的
に
見
直
す
と
と
も

に
、
国
の
事
業
認
可
取
り
消
し

を
求
め
た
住
民
訴
訟
に
つ
い
て

争
う
こ
と
を
や
め
る
こ
と
を
求

め
て
お
こ
な
っ
た
も
の
で
す
。

品
川
、
板
橋
、
北
、
荒
川
、

調
布
の
特
定
整
備
路
線
お
よ
び

優
先
整
備
路
線
沿
線
の
住
民
21

名
が
参
加
し
、
出
勤
中
の
東
京

都
職
員
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な

が
ら
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
訴
え

ま
し
た
。

会
派
要
請
は
、
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会
、
都
議
会
自
民
党
な

ど
9
会
派
の
控
室
を
訪
ね
、
要

請
書
を
手
渡
し
、
訴
え
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
都

議
団
で
は
白
石
た
み
お
、
井
樋

匤
利
両
都
議
と
懇
談
。
2
0
1

6
年
度
決
算
で
、
特
定
整
備
路

線
の
用
地
取
得
の
予
算
執
行
状

況
（
建
設
局
）
が
、
品
川
区
の

補
助
29
号
線
で
は
わ
ず
か
7

％
、
平
均
で
も
47
・
1
％
に
止

ま
っ
て
お
り
、
道
路
計
画
が
住

民
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い
、
道

理
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が

あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。
都
議
団
か
ら
は
、
「
要

請
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
、
計

画
の
見
直
し
に
全
力
を
あ
げ

る
」こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
1
日
、
都
民
生
活
要
求

実
現
め
ざ
し
、
東
京
地
方
労
働

組
合
評
議
会
（
東
京
地
評
）
、

東
京
社
会
保
障
協
議
会
（
東
京

社
保
協
）を
は
じ
め
労
働
組
合
、

商
工
団
体
、
女
性
団
体
な
ど
が

参
加
し
て
、
「
都
民
生
活
要
求

大
行
動
実
行
委
員
会
」に
よ
る
、

東
京
都
来
年
度（
2
0
1
8
年
）

予
算
に
対
す
る
各
団
体
の
要
求

を
ま
と
め
、
そ
の
実
現
と
予
算

へ
の
反
映
を
求
め
て
要
請
行
動

が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

要
請
要
求
は
、『
医
療
』（
窓

口
負
担
の
軽
減
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
変
更
、
3
小
児
病
院

の
再
開
な
ど
44
項
目
）『
介
護
』

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
労
働

処
遇
改
善
な
ど
16
項
目
）、『
滞

納
処
分
・
差
押
え
』
（
給
与
、

年
金
等
の
差
押
え
行
わ
な
い
な

ど
3
項
目
）
、
『
障
害
者
支
援
』

（
障
害
者
施
策
の
充
実
、
就
労

促
進
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
53
項
目
）
、
『
高
齢
者
福
祉
』

（
生
活
支
援
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス

改
善
な
ど
7
項
目
）
、
『
社
会

福
祉
施
設
支
援
』
（
福
祉
事
業

所
の
人
材
確
保
、
待
機
児
童
対

策
な
ど
4
項
目
）
、
『
都
営
住

宅
』
（
大
量
建
設
、
修
繕
・
立

替
・
環
境
整
備
、
使
用
継
承
な

ど
17
項
目
）
、
『
生
活
保
護
』

（
制
度
の
広
報
強
化
、
法
外
援

助
の
引
き
上
げ
な
ど
5
項

目
）
、
『
教
育
』
（
35
人
以
下

学
級
、
子
ど
も
の
貧
困
・
格
差

解
消
、
特
別
新
学
校
施
設
整
備

な
ど
35
項
目
）
、
『
産
業
行
政
』

（
中
小
企
業
予
算
の
拡
充
、
印

刷
業
の
積
算
資
料
に
も
と
づ
く

適
正
価
格
で
行
う
、
皮
革
関
連

産
業
へ
の
支
援
な
ど
19
項

目
）
、
『
労
働
行
政
』
（
東
京

都
に
お
け
る
正
規
職
員
採
用
拡

大
、
公
契
約
条
例
制
定
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
、
時
間
給
1

5
0
0
円
以
上
の
実
現
な
ど
27

項
目
）
、
『
ま
ち
づ
く
り
』（
地

域
防
災
計
画
抜
本
的
見
直
し
、

豊
洲
新
市
場
に
移
転
せ
ず
現
地

再
整
備
、
特
定
整
備
路
線
建
設

を
や
め
る
な
ど
16
項
目
）、『
ス

ポ
ー
ツ
振
興
』
（
推
進
計
画
の

策
定
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
も
と
づ
く

大
会
開
催
な
ど
6
項
目
）、『
平

和
』
（
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基

地
配
備
、
東
京
の
米
軍
基
地
の

返
還
、
「
非
核
都
市
宣
言
」
制

定
の
と
り
く
み
な
ど
18
項
目
）

14
分
野
、
2
7
0
項
目
と
な
り

ま
し
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、

実
行
委
員
会
事
務
局
・
東
京
地

評
に
問
い
合
わ
せ
）行
動
に
は
、

25
団
体
か
ら
延
べ
3
2
9
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

都
側
か
ら
は
、
要
求
項
目
に

関
係
す
る
関
係
部
局
よ
り
あ
ら

か
じ
め
回
答
が
文
書
で
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

個
々
の
要
求
・
要
望
は
、
各

団
体
な
ど
が
こ
れ
ま
で
も
東
京

都
と
交
渉
・
要
請
行
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
都
民
の
切
実
な
要

求
要
望
を
実
行
委
員
会
と
し
て

ま
と
め
、
都
に
要
請
要
求
し
て

交
渉
要
請
す
る
こ
の
行
動
は
、

唯
一
こ
の
実
行
委
員
会
が
伝
統

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

都
側
は
、
真
摯
な
態
度
で
対

応
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

特
徴
的
に
は
、「
東
京
都
は�
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
�
で
、
区
市

町
村
で
行
う
、
国
へ
伝
え
る
」

と
い
う
答
え
や
対
応
が
目
立

ち
、
地
方
自
治
・
行
政
の
東
京

都
が
果
た
す
役
割
は
何
な
の

か
、
要
求
要
望
が
切
実
な
だ
け

に
改
め
て
問
わ
れ
る
も
の
で

す
。

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
求
め

都
庁
前
宣
伝
と

都
議
会
会
派
要
請

都
民
生
活
要
求
大
行
動
実
行
委
員
会

１４
分
野
２
７
０
項
目
要
求
実
現
を

２
０
１
８
年
度
対
都
予
算
要
請
行
動

都民が主人公の
都政をふたたび
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